
  

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省が今年５月に実施した、令和３年度全国学力・学習状況調査の結果について、全国を基準とした経年推移

等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童の生活習慣と学力には相関

関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

  （※令和元年度より、Ａ・Ｂ問題が一体化されましたので、グラフを分けています。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食を毎日食べている 

令和３年度全国学力・学習状況調査の結果について  

 

＜学力調査結果の概要＞ 

 

○国語について 

 →全国平均を上回っています。特に、「読むこと」の領域については成果が見られました。 

 

○算数について 

 →全国平均を上回っています。特に、「変化と関係」の領域については成果が見られました。 

＜質問紙調査結果の概要＞ 

○生活習慣について 

 →保護者の方の協力により、規則正しい生活習慣が身についている児童が多くみられます。 

○家庭学習について 

 →保護者の方の協力もあり、学習の時間を確保し、家庭学習に取り組む習慣が身についている 

児童が多くみられます。 

○授業改善について 

 →ICT を活用した授業改善や「主体的・対話的で深い学び」を意識した話し合い活動の充実に  

より、子どもたちは授業がよくわかるようになっています。 

○ICTの活用について 

 →1人 1台タブレットが導入されたことにより、ICT機器の活用頻度が高いことがわかります。 

  

令和３年１０月１１日 
枚方市立樟葉北小学校 

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

学習調査、質問紙調査ともに普段の取組の成果が見られます。今後も継続して取り組んでいきます

ので、保護者の皆さまにも引き続きご協力をお願いいたします。 

 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100にならない場合もあります。 

【全体概要】 

 
学力調査の結果 

 

質問紙調査の結果 

 

まとめ 

 

算数の授業の内容はよくわかる 

授業時間以外、普段（月～金）１日の勉強時間 

5 年生までに受けた授業の中で、コンピュータなどの 

ICT 機器をどの程度使用しましたか 
（全国の平均正答率を１とした経年比較） 

※本調査は、平成 19年度から実施されています。 

※平成 23年度・令和２年度は中止、平成 24年度は一部の学校を対象にした抽出調査のため、掲載していません。 

本校 全国 



  

 

＜国語＞  成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（考察） 

事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えたことや伝えた

いことを書くことに課題がみられました。 

今後は、意見を述べる文章を書く場合には、理由や事例を明確

にしながら筋道を立てて自分の考えを述べる必要があります。そ

のためには、読み手が考えを理解しやすいように、文章全体の構

成や展開を考えたり、書き表し方を工夫したり、また、目的や意図

に応じて、提案する文章、推薦する文章などの種類を具体化し、そ

の特徴を踏まえて書く指導をしていきます。特に漢字を正しく書く

ことや、主語と述語、修飾語と被修飾語の関係に気を付けて書くよ

うにも指導していきます。 

 

教科に関する調査 

自分の主張が明確に伝わるように、文章全体の構成や展開を考える 

 

目的に応じ、文章と図表とを結び付けて必要な情報を見付ける 

【詳細について】 

（考察） 

説明的な文章を読んで文章全体の構成を捉え、目的

に応じて中心となる語や文を見付けて要約したり、文章

と図を結び付けるなどして必要な情報を見付けたりする

ことができていることがわかりました。 

今後も、説明や解説などの文章を読み、分かったこと

や考えたことをまとめる際に、内容の中心となる事柄や

書き手の考えの中心となる事柄が文章全体を通してど

のように構成されているのかを正確に捉えること、また、

単一の情報のみに基づくのではなく、目的に応じて文章

と図表などの情報を関係付けて検討するなど、複数の情

報を結び付けて考えを形成することができるように指導

していきます。 

 

２―三 正答率 無解答率 

本校 51.9 11.5 

全国 34.4 4.1 

 

３―一 正答率 無解答率 

本校 59.6 5.8 

全国 64.8 2.1 

 



  

＜算数＞成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（考察） 

 三角形の面積の求め方についての理解に課題が

見られました。 

今後は、三角形の底辺や高さの関係の理解を確

実にしたり、求積のためにどの部分の長さを測る

必要があるかを考えたりすることで、基本図形の

面積を求める公式の理解を深め、活用できるよう

に指導していきます。 

（考察） 

図形の面積について、図形を構成する要素など

に着目して、求め方を筋道を立てて説明することが

できています。 

今後も、複数の図形を組み合わせた平行四辺形

について、図形を構成する要素などに着目し、図形

の構成の仕方を捉えて、面積の求め方と答えを式

や言葉を用いて記述する指導をしていきます。 

三角形の面積と求め方について理解している 

 

図形の構成の仕方を捉えて、面積の求め方と答えを記述できる 

２―(3) 正答率 無解答率 

本校 57.7 3.8 

全国 46.0 4.6 

 

２―(1) 正答率 無解答率 

本校 50.0 1.9 

全国 55.1 1.6 

 



  

 

 

 

 

【成果のあった項目】 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）授業改善について 

  昨年度同様、Hirakata 授業スタンダードに基づき、ICTも活用した「主体的・対話的で深い学び」が実現でき

る授業改善の取組を進めていきます。それに加え、校内研究では「目的に向かって、みんなが話してよかったと

思える話し合いをする姿をめざして」をテーマに、学習指導要領を見通した、話し合い活動や授業の振り返りを

充実させた指導の取組を研究し、子どもたちがより深い学びをできるような授業改善を進めていきます。 

（２）安心して過ごせる学校づくり 

  「ユニバーサルデザインにあふれた学校」の確立への取組を引き続き進め、子どもたち一人ひとりが安心して

過ごせる学校づくりを行っていきます。 

（３）家庭学習について 

  毎週行っている「くず北ホームワーク（自学自習）」の実施に効果が見られ、家で計画を立てて学習をする習慣

が見られ、児童の自主的な学習が進んでいます。今後も、家庭学習と授業をつなげ、より教育効果の高い授業を

実践するための授業改善を進めます。 

毎日同じくらいの時刻に寝ている 

（考察） 

 今回の全国学力・学習状況調査の結果から、1人 1

台タブレット端末が配備されたことにより、児童 1

人ひとりに最適化された学びになる授業改善に向か

っていることや、算数専科指導により学習内容に興

味をもって学習に取り組み、学びを深めることがで

きていることを示しています。また、家庭学習の時

間や計画性から、家庭学習の定着が見られます。こ

れは、「くず北ホームワーク」による取組の成果と考

えられます。今後も継続して、ICT を活用し、児童

の学びを止めないよう家庭学習と授業内容を効果的

につなげていき、「主体的・対話的で深い学び」を実

践したより教育効果の高い取組を進めていきます。 

（考察） 

 今回の全国学力・学習状況調査の結果より、学力の定着

や学習規律の確立に成果が見られる一方で、将来への展望

やチャレンジ精神、読書時間についての課題が見られまし

た。今後は、体験的な活動やキャリア教育等を通して、自

己効用感や自己有用感を高める取組を進めるとともに「こ

んな自分になりたい」「こんなことができるようになりた

い」といった将来の見通しをもてるようにしていき、主体

的に学ぶ子どもの育成を図ります。また、Q-U アンケート

や SSTを活用して、安心できる居場所・教室環境をつくり、

失敗を恐れず意欲的に挑戦する子どもの育成を図ります。

さらに、「朝読書」や「読み聞かせ」、「平行読書」を積極的

に活用し、読書の楽しさを子どもたちに体験させ、読書好

きの子どもを増やし、知識や心を豊かにするだけではなく、

すべての学びの基礎となる読解力を定着させていきます。

これらの取組に加えて、学校や家庭での学びが、実生活に

どのように活かされるのかを振り返りや考察の中に取り込

み、肯定的な未来志向を伸ばす取組を進めていきます。 

分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

 

質問紙に関する調査 
※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100にならない場合もあります。 

本校 

全国 

算数の勉強が好き 

授業時間以外、普段（月～金）１日の読書時間 

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している 

将来の夢や目標を持っている 

家で自分で計画を立てて勉強している 授業時間以外、普段（月～金）１日の勉強時間 

 

コンピュータなどの ICT機器の使用頻度 

 

【課題のあった項目】 


